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1. 本 誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同 で促進 す るため､研究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速

や か に交換 しあ うことを目的 と して ､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます ｡

掲 載 内 容 は､研究論文 ､研究 会 ･国 際会議 を どの報告､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス を どです｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審査 を行 をい ませ

ん ｡ 但 し､編集者 が本 誌 に掲 載 す る こ とを著 しく不適 当 と言忍め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ または掲 載 を拒絶 す ることが あ ります｡

3. 本 誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著者 の承 諾 を

得 た上 で privatecommunication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑L誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じをい よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ギ リシャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ C と e､ I(エ ル)と 1(イチ )､ xと× (カケ ル)J uとV等 を

赤 で指 定 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らをい可能性 の あ る長 い数式等 は必ず■改行 の際

の切 れ 目を赤で指定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡図の縮 尺 ､

拡 大 は致 しませ ん o l頁(13×19cm2)以 内 に入 らない図､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本 文 中 に挿入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の吉丁正 はで きるだ け さけるよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 な場 合 は､

投稿 の際 に所要部数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます｡

(郵券 によ る受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来上 り真数

Ⅹ :別刷所 要部 数

a :別刷 1頁の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れた場 合 には遅 滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発 行誌 に掲載 され ます｡



第 11期*第 1回物性小委員会議事録

目 時 :1978年 12月 16日 13:30-16:40

場 所 :東大物性研究所A棟 6階輪講室

出席者 :横田伊佐秋,豊沢豊,芳田室,白鳥紀一,久保亮五,斎藤信彦,長岡洋介,

森井宣治,畑徹 佐々木亘,中山正敏,山田事,禅素英,勝木握,達崎達,

長谷田泰一郎,金森順次郎,伊達宗行 渡部三雄,真隅泰三 (前期会計担当

幹事 )

I.委員会構成

1. 委員長選出

第 2回目の投票で伊達委員が過半数により委員長に選出された｡

2. 幹事選出

伊達委員長より,金森 (庶務担当),近 (会計担当),中山 (記録担当 ), 3委

員が幹事に指名され,了承された (当日欠席の近委員より,事後に就任の承諾を得

た )0

3. 芳田物性研所長を所長職を以て物小委に加えることが確認された｡物小委選出規

定第 4項により,物研連の物性関係委員を物小委委員として委嘱する必要性につい

て検討した結果,今期は選出委員中に物研連委員が5名いるので委嘱しないことと

なった｡

丑.前期よりの引継事項

横田前委員長より,前期物小委の活動について報告があった｡項目は下記の通 り｡

(1)物性研究施設群の立案 ･推進

(2) 物性研短期研究会 ｢物性研究将来計画｣の開催

* 物性小委員会は日本学術会議物理学研究連絡委員会の下部機構であるので,同委員会の期数を

付した｡
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第 11期第 1回物性小委員会議事録

(3) 特定研究

(4) 物性研究所将来計画

(5) 技術調査委員会

(6) 物小委選出規定の改正

(7) 物性研究実情調査結果の発表

主な質疑,補足説明は次の通 りである｡

1. 特定研究

渡部 :物小委はイニシアチブは取らないことになっているが,特定研究の募集を行

なったのか｡

横田 :｢提案を求める｣という趣旨の文章を,委員長,幹事名で事務局報に 2回出

した｡調査よりは募集に近かったと思 う｡

伊達 : ｢イニシアチブを取らない｣とは, ｢物性の制御｣のように,物小委が中心

となって企画することはしない,という意味だと思 う｡物性研究者に影響のある

計画 を知ってお く必要があるので,文章を出した｡

中山 :具体的にどのような計画があり,審議されたか｡

久保 :53年度には, ｢原子過程科学の基礎｣, ｢高速イオンビーム物性｣, ｢乱れ

た系の固体物性｣の 3件が物研連に提案され,物研連から研究費委員会に推薦さ

れた｡第 1のものだけが学術会議から文部省に推薦され,最終的に採択され,54

年度から出発することとなった｡

佐々木 :｢乱れた系の固体物性｣は,上記提案募集 とは独立に計画 した｡ 1978年

3月の物小委で説明し,支持 を得た ｡

2. 技術調査委員会

畑 :これほどのようなものか｡

伊達 :新物質開発,試料作製にもっと重点を置きたい, という職旨である｡ 1978

年 3月の物小委で議論された｡もう少し考え直 して,今期 も継続審議をお願いし

たい｡

3. 物性研究施設群

佐々木 :1977年 5月付のパンフレットの試案を物研連に提案し,現在検討中であ

る｡
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第 11期第 1回物性小委員会議事録

久保 :以下の問題点がある｡

(1) 巨大計画に対するアンチテーゼは必要だが物性に固有ではない｡

(2) 現在挙げられている具体例,界面物性 (学習院大 ),超低温 (大阪市大 )に

ついて早ま,公私立大であることによる制度上の問題がある｡

(3) 国立大学では,この程度の研究設備は各大学から要求できる｡

(4) 他分野では,特定研究により拠点を作るという動きもある｡ また,科研費に

特別推進研究 (5千万円×3年程度 )を発足させたいと, 54年度予算に文部

省から要求中である｡

佐々木 :他の問題点を挙げる｡

(1) 大学付置の場合,大学の自治と研究者の自治との予盾の処置｡

(2) 期限満了後の施設,人員の処理｡

(3) 施設 ｢群｣を運営する評議会のあり方｡

孤.審議事項

1. 国際交流について (長岡 )

(提案趣旨) 基研の将来計画の一つとして,国際研究センター構想が論 じられて

いる｡核研連も独自に国際交流センターを考えている｡物性でも検討すべきである｡

基研では, 1978年に京都summerinstituteを素粒子分野で開いた｡費用は基研

と山田財団が負担した｡これを定期的に開催することを考えており, 1979年は物

性 (低次元系 )で開く構想がある｡また,将来はアジアからの留学生受入れも考え

られている｡現在でも客員教授を年間に1名招 く予算はついてお り,滞在費だけな

らさらに若干名分出せる｡これらの運用の問題も含めて物小委で議論 してもらいた

い ｡

芳田 :物性研も関心はある｡客員教授 も年 1名の枠がある｡御意見,御希望を聞き

たい｡

渡部 :基研は現在将来計画を検討中である｡これについても物小委でも議論 しても

らいたい｡

この議題は継続審議となった｡
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第 11期第 1回物性小委員会議事録

2. 物小委財政について (横田 )

(提案趣旨) 従来物小委諸経費は,科研費の物性関係綜合研究班から好意により

拠出していただいてまかなって来た｡この方式を再検討してもらいたい｡

前期会計担当幹事真隅氏より,(1)各綜合研究班との折衝の実情,(2)事務処理上の

問題点 (3)現状では年 2回の自力開催は困難,等の諸点が指摘された｡若干の討論

の後,次回に検討することになった｡

3. 大学院生の研究旅費について (畑 )

(提案趣旨)大学院生の学会出席等の研究旅費が公式に支出されるようにしたいが,

問題点を知 りたい｡

各委員より,(1)科研費は謝金としてしか支出できない,(2)大学院学生経費の旅費

振替には事務上の難点がある,(3)野外調査旅費については予算化-向って進展があ

る,(4)基研,物性研の共同利用に際しては,研究嘱託に基づき正規に支出されてい

る, との事情説明があった｡

4. 雑件

(1)斎藤物性グループ事務局長より,百人委員,物小委委員選挙について報告があ

った｡なお,無効投票の判定について説明があり,了承された｡

(2) 森井委員より,物研連のOD問題検討委員会の活動状況について質問があった｡

久保委員より,学術会議内に検討委員会が設置された旨の回答があった｡

(3)久保委員より,科研費の動向について紹介があった｡

(a) 最近,科研費の伸び率は経常研究費の伸び率をはるかに上回っている (別表

参照)0

(b) 綜合研究的なものよりは,奨励研究, 目的研究 (特定,特別,推進 )に重点

が置かれつつある｡

(C)応募件数の増加に伴ない事務処理が滞 りつつある｡

(4)渡辺委員より,物小委委員の委嘱,委員会-の出張依頼の主体がない,との指摘

があった｡

(5) 次回委員会は,物理学会年会の際に開く｡
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第 11期第 1回物性小委員会議事録

表 教官当積算校費,科研費の推移

年 度 45 50 53

講 座 428.1 603.5 729.5

警 学科 目"L悪 霊 98.3 156.5 189.059.4 94.0 113.5

要 助 手 16.2 24.5 29.5

窒芳 研 究 所 教 授 276.4 390.0 436.8

円 助教授) 172.8 244.0 273.4

助 手 55.1 77.0 86.1

科 学研 究 費 (億円 ) 70.62 163.9 258.6
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ニュース

〔北海道大学理学部〕

｡談 話 会

1月 18日 ｢パルス中性子源による物性研究｣

石 川 義 和 氏 (東 北 大 理 )

〔東京大学理学部〕

D論 ontheRecurrenceoftheKdVEquationwithPeriodicBoundaryCondition

(Y.Okada)

修論 studyorMany-StateClassicalSpinSystemsbytheRenormalizationGroup,

DualityandMonteCarloSimulation(HidetoshiNishimori)

修論 A TheoryorHardDiskTransitionandMelting(HikaruKawamura)

修論 Renormalizationgroupapproachtofirstorderphasetransition(Terumi

Chikama)

修論 StudyorQuantum SpinSystemsUsingRealSpaceRenormalizationTrans-

formations(IliroshiTakano)

〔東京大学物性研〕

｡人の うごき

'78.12月 20日 中西一夫氏 イ リノイ大-

｡談 話 会

1月 22日 tt光検波 ESR法の半導体物性-の応用

- 三重項励起子とドナー,アクセ プタ一対 "

森 垣 和 夫 氏 (物 性 研 )

｡土曜セ ミナー

1月 20日 tt縮退半導体の超伝導機構 "

高 田 康 民 氏 (東 大 理 )
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ニュ- ス

〔大阪大学理 ｡基礎工学部〕

oセ ミナー

12月 18日 ｢低次元格子磁性体の研究｣

長谷田 泰一郎 氏 (阪大基礎工 )

2月 5日 ｢宇宙空間の固体物質｣

長谷川 博 一 氏 (京 大 理 )

2月 13日 ｢ModelsofaLiquidCrystalJ

Pror.E.Lieb(Univ.orPrinceton)

｡特別講義

2月 2日-5日 ｢宇宙空間の固体物質｣

長谷川 博 一 氏 (京 大 理 )

〔岡山大学理学部〕

物理学専攻 1977年度修士論文題 目(物性関係 )

(理論 )

今枝 辰博 :2つの秩序状態 をもっ spin-1Ising系の静的及び動的性質

清水 栄作 :臨界現象-のとり込み群 を用いたアプローチ

永橋 仁郎 :鉄族金属の強磁性について

- S-d混成によるd電子の巡回性,並びに局在モー メントのゆらぎに

よる有限温度の磁性-

常森 光治 :超イオン導電体α-AgIの振動数依存電気伝導度

MasaakiTorigoe:HydrogenAtom inaSuperstrongMagneticField

舟橋 栄二 :原子の相対論的 1電子エネルギー準位

- 相対論的¶10maS-Fermi-potentialを使った数値計算-

(実験 )

TakashiOka:EffectsofMagneticFieldsontheGrowthofTumorCellsinVivoandinVitro

MichiroKimura:LuminescentPropertiesofCaS:Cd2+ phosphors

入用 理徳 '･Tonks-DattnerResonancesinRareGasAfterglow Plasma

Masaharu Okamura:ElectricalCharacteristicsunderMechanicalStresson Metal-GaAs
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ニュ- ス

SchottkyDiodes

NobuakiHiraoka:PiezoelectricEffectorAu-GapSchottkyDiodeunderStress

1979KyotoSummerInstitute

PHYSICSOF LOW DIMENSIONAL SYSTEMS

9月 8-12日

主 催 京都大学基礎物理学研究所

講 師 福 山 秀 敏 (東大物性研 ),ち.Ⅰ.Halperin(ハーバー ド大),A.Ⅰ.Larkin

(ランダウ研究所 ),L J.Sham (UCSD),鈴木増雄 (東大 )他｡

内 容 2次元XY模型, 2次元超流動,超伝導,界面層の電子系,準一次元系の

ピンニング効果,一次元系の多電子問題 その他｡

場 所 京 都 大 学

組織委員 長 岡 洋 介 , 中 嶋 貞 雄 , 村 尾 剛 , 恒 藤 敏 彦 , 福 山 秀 敏

〆切 り 5月末日

参加希望の方は基研 長岡洋介 まで御申し込み下さい｡滞在費援助希望の人は明記 し

て下さい｡70名程度の参加者を予定 しています｡
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プレプ リン ト案内

〔東北大学 ･桂研究室〕

MichaelE.FisherandStephaneSarbach

Nonuniversalityortricriticalbehavior.

G.Grinstein,C.Jayaprakcsh,MichaelWortis

Frustratedlsingmagnets:zero-temperaturepropertiesfrom seriesexpansions･

Takaolchimura,TadahikoShiotaniandAkiraUeda

MonteCarlostudiesorlatticemodels

-LJD lattice,Fine･grainedlatticesandcontinum-

LN.Bulaevskii

Onthesusceptibilityandknightshiftinone-dimensionalspinSystemsWithisotropICrandom

antiferromagneticinteraction.

W･Klein,H.Eugene,PeterJ･Reynolds,andA.Coniglio

Renormalizationgroupapproach tothepercolationpropertiesorthetriangularlatticegas･

A.∫.BrayandM.A.Moore

ReplicasymmetryandsplnglassesIInon-1singsplnS.

MamoruYamashitaandHugioNakano

Phaseseparationsaccompaniedbymagneticorderinginbinarymixtureorparamagnetic.

MinoruTakahashi

SinglebandHubbardmodelwithinfiniterepulsionon2x2x2lattice.

S.HikamiandE.Brezin

Largeorderbehaviouronthe1/〟 expansioninzeroandonedimensions.

Yosephlmpy,MichaelWortis

Influenceofquenchedimpuritiesonfirst-orderphasetransitions･
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プレプリン ト案内

A.∫.BrayandM.A.Moore

Masslessmodesinsplnglasses･

Y.Kuramoto

Long-wavelengthexcitationsintheWingnercrystalinstrongmagneticfields.

H･FalkandW.∫.Ventevogel

Random mapplngbasedonageneticmodel.

MichiyoshiOkuandYutakaOkabe

1/〟expansionuptoorder1/〃2.ⅠⅤ

-Critical amplituderatioRxI

GunduzCaginalpandMichaelE.Fisher

WanandboundaryfreeenergleSII.

Generaldomainsandcompleteboundaries.

FumiakiShibataandMotokoAsou

Critical phenomenainthetwo･dimensional random Isingsystem I.

MotokoAsouandFumiakiShibata

Criticalphenomenainthetwo-dimensionalrandom lsingsystemII.

Hironobulkeda,MasatsuguSuzukiandMichaelT.Hutchings

Neutronscatteringinvestigationofstaticcritical phenomenainthetwo-dimensionalanti-

ferromagnetic.:Rb2CocMcMglcF4

A.R.McGurnandM.F.Thorpe

A bonddilutedIsingferromagnetwithfirstandsecondneighborinteractions.

M.F.Thorpe

Restirctedannealingofrandom Isingmodels.

YukioOkwamoto,HajimeTakayamaandHiroyukiShiba

lncommensurate-Commensuratecrossoverin generalizedone-dimensionalGinzburg-Landau

fields.
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プ レプ リン ト案内

ToyoakiNaitohandSyuOno

Theshearviscosityof500hard-spheresvianon-equ山brium moleculardynamics･

MamoruYamashita,HuzioNakanoandShigeoHomma

EffectoforientationalorderinglnSOlidhydrogenatlow orthoconcentration.

D.∫.Thouless,P.W.Anderson,E.ueband良.G.Palmer

Solutionof"solvablemodelofaspinglass".

∫.L vanHemmenand良.G.Palmer

Thereplicamethodandasolvablespinglassmodel.

TakashiKarasudani,KatsuhikoNagano,HisaoOkamoto,HazimeHori

Anewcontinued･fractionrepresentationofthetime･correlationfunctionsoftransportsfluxes･

D･L.HunterandGeorgeA.Baker,Jr.

Methodsofseriesanalysis,ⅠⅠⅠ:Integralapproximatemethods.

L Bevaart,E.FrikkeeandLJ.deJongh

A Neutronscatteringstudyofmagneticfieldinducedtransitionsina2･componentanti-

ferromagneticsystem withcompetlngSPln-anisotropleS.

An tonioConiglio,H.EugeneStanleyandW.Klein

A statisticalmechanicstheoryofpolymergelation.

LeoP.Kadano付

Latticecoulombgasrepresentationsortwodimensionalproblems.

LeoP.Kadonorr

MulticriticalbehaviorattheKosterlitz･Thoulesscriticalpoint.

ToshioTsuzuki

A derivationortheTomonaga-LuttingermodelbytheCoarse-GrainlngOperation･

P.W.KasteleynandR.∫.Boel

ExtremalA-inequalitiesforIsingmodelswithpairinteractions.
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プ レプ リン ト案内

J.Chalupa,P.L.Leath andG.R.Reech

BootstrappercolationonaBethelattice.

TakehikoOguchiandYohtaroUeno

Satisticaltheoryortherandom orderedphaseinthesitemodel.

K.KatsumataandM.Kobayashi

Experimentalphasediagram ofarandom mixtureoftwoanisotropICantiferromagnets.

MakotoKobayashi,KoichiKatsumata,ToshikazuSatoandYoshihitoMiyako

Specificheatmeasurementonarandom mixtureoftwoantiferromagnetswithcompeting

anisotropleS･

AlanJ.Bray

Maximum below Tcintheenergydensityfluctuationsatfixedwavevector.

E.PytteandJosephRudnick

Scaling,equationorstateandtheinstab山tyofthespinglassphase.

G.Grinstein,P.MinnhagenandA.Rosengren

Bosenizationwithoutbesomsintheone-dimensionalelectrongas.

ShmuelFishmanandAmnonAharony

Phasediagramsandmulticirticalpointsinrandomlymixedmagnets,ⅠⅠ.Ferromagnet-antirerro一

magnetalloys.

ShmuelFishmanandAharony

Phasediagramsandmulticriticalpointinrandomlymixedmagnets,I.MixedanisotropleS.

Y.Yamazaki,H.J.Hilhorst

Differentialreal-spacerenormalizationofthetwo-dimensionalGaussianmodel.

HiroyukiShiba

Thenonregistered-registeredphasetransitionorraregasmonolayersadsorbedongraphite･

MamuroYamashita

PhasetransitioninthethreestatePotts-Kiharamodel.
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プレプ リン ト案内

TohreOgawa

Clusterapproximationforan-×--determinant.

M･Kasaya,J･M･Transcon,J･EtournearandR･Hagenmuller

Studyofcarbon-substitutedEuB6.

M･Kasaya,∫.M.Trascon,∫.EtournearandP.Hagenmuller

Effectsofcarbononthemagnetism ofEuB6.

G.Eiselt,J.K6tzler,H.Maletta,D.StaufferandK.Binder

Magnetic"blockingMinverydilute(EuxSrl_x)S:Experimentversustheory.

K.BinderandD.Stauffer

MonteCarlostudiesorsystemswithdisorder.

〔東京大学 ･理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(222) 5. P.SzepfalusyandT.Tel

TheDynamicRenormalizationGroupin theLargenLimit

(223) 5･ HirooTotsuji

LowerBoundsforThermodynamicQuantitiesofd-dimensionalClassicalOne-

componentPlasmaswith d-dimensionalCoulombInteraction(d=1,2,and3)

(224) 5. HirooTotsuji

LowerBoundsforTheormodynamicQuantitiesofTwo-andThree-Dimensional

One-ComponentPlasmas

(225) 5. HirooTotsuji

ClusterExpansionforTwo-DimensionalElectronLiquids

(226) 5. P.Agrawal,S.Redner,P.∫.ReynoldsandH.E.Stanley

Site-BondPercolation:A low-densityseriesstudyof血euncorrelatedlimit

(227) 5. KiyoshiKawamuraandYugoYoshida

ScatteringofTight-BindingElectronsoffScrewDislocations.II.- An alysis

ofNumericalSolutionandStudyofInfluenceofanIsolatedDislocation.

(228) 8. I.Tdtt6andJ.Ruvalds

TransportRelaxationTimeandElectron-phononInteractionsinMetals

-351-



プ レプ リン ト案内

(229) 8. J.RuvaldsandL.M.Kahn

SuperconductivityinA-15Compounds

(230) 8. I.Ttitt6andJ.Ruvalds

TunnelingSpectraorHighTemperatureSuperconductors

(231) 16. KinshiroHirakawaandHidekiYoshizawa

ObseⅣationorBoseCondensationorMagnonsintheQuasi-Two-Dimensional

PlanerFerromagnetK2CuF4

(232) 16. HaroldGrad

Surveyofll/2DTransportCodes

(233) 23. D.Bessis,P.MoussaandG.Turchetti

SubdominantCriticalhdicesfortheFerromagneticSusceptibilityor仇eSpin

One-halfIsingModel

(234) 23. M.H.EmstandE.M.Hendriks

AnExactlySolvableNon-仙earBoltzmannEquation

(235) 25. P.Rujan

VariationalMethodForLatticeSystems:GeneralFormalism andApplication

totheTwo-dimensionallsingModelinanExternalField

(236) 26. RobijnBruinsmaandKazumiMaki

solitonLatticeinSuperfluid3He-A

(237) 26. Y.R.Lin-Liu,IheterVollhardtandKazumiMaki

HelicalTexturesin 3He-A andMagneticResonance

(238) 29. Fusayoshi∫.Ohkawa

Multi-ValleyEffectiveMassTheory

(239) 29. Fusayoshi∫.Ohkawa

TheoryofShallowDonorStatesinSilicon:Ⅰ･SubstitutionalDonors

(240) 29. B.U.Felde血or

FluctuationTheoremsforDielectrics

(241) 29. T.F.MeisterandB.U.Felderhor

CurrentDensltyandElectricandMagneticMultipoleMomentOperatorsin

Quantummechanics
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プ レプ リン ト案内

(242) 29. T.F.MeisterandB.U.Felde血of

Frequency-dependentElectricandMagneticMultipoleMomentsandSiegert's

Theorem

(243) 29. M.J.Rice

TowardtheExperimentalDeterminationoftheFundamentalMicroscopicPara-

metersofOrganicIon-RadicalCompounds

- 3 53-



研究会出席者公募

研究会出席者公募

下記の様な趣旨で5月下旬又は6月上旬に基研短期研究会を行

います｡研究会に出席御希望の方は5月 10日迄に基研長岡又は

米沢宛に申し込んで下さい (講演希望者はタイ トルと時間もお知

らせ下さい｡予算の都合で全ての方に旅費をさしあげられないと

思いますので,その点御了承下さい｡
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掲 示 板

昭和 54年度研究計画 ･ア トム型研究員第 2回募集

京都大学基礎物理学研究所長

佐 藤 文 隆

昭和 54年度の基研研究計画及びアトム型研究員の第 2回募集 を下記の通 り行います｡

長期 ･短期 ･モ レキュール型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新 しい研究計画

の応募 も歓迎致 します｡

1. 募 集 内 容

2. 締 切

3. 宛 究

記

長期 ･短期 ･モ レキュール型研究計画については,昭和54年

8月か ら昭和 55年 3月までに実施の提案｡ ア トム型研究員

については,昭和 54年 8月か ら昭和 55年 3月 までの間の計

画｡それぞれの内容は別紙参照 (必要な場合には基研共同利

用事務室-お問い合せ下 さい｡)

なお,本年度 も短期研究計画及びア トム型研究員の第 3回

募集 を行いませんので御注意 ください｡

昭和 54年 5月 31日(木) (必着 )

京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共 同 利 用 事 務 室

電話 075(751)2111(代) (内線 ) 7008

4. 応募の際 はA4判の ｢青焼き｣ コピーが容易なように薄手の用紙に黒のボールペン

又は黒インクで御記入の上,封筒の表 に研究計画又はア トム型研究員応募 と明記 して
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掲示板

お送 り下さい｡

5.基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (昭和54年6月末頃の予定 )で審

議決定 します｡
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掲示板

別 紙

A 研 究 計 画

長期研究計画 (あるテーマについて数か月から1年にわたって連絡 をとりつつ研

究を行 うもので,普通年 1-2回研究会 を行っている｡)

短期研究計画 (あるテーマについて数日間研究会を行 う｡)

モレキュール型研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究する｡)

イ)研究テーマとその内容

応募書類はあらか じめ研究部員に配っておき,研究部員会議で充分討議致 しま

すので,主旨及び問題点を具体的に書いて下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ,その中の一人を連絡責任者

として指定して下さい｡基研研究部員会議で提案の説明をしていただきますの

で提案説明者 を決めて下さい｡基研研究部員が参加者にいる場合はなるべ く研

究部員が提案説明にあたって下さい｡

ノ､)研究会及びその他の会合の開催希望時期及び日数

ニ)研究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数

ホ)旅費及び校費の必要額 (項目別に明記 して下さい｡)

B ア トム型研究員

ア トム型研究員は大学院生を含む研究者を対象とし,個人がある期間,当研究所

に滞在 して研究を続けていただくものです｡

但 し,特別の事情がある場合には当研究所以外を研究場所 とする計画も認めてお

ります｡これについての詳細は第 54回研究部員会議議事録 (1971年 11月 )22

頁, -t地方大学の研究条件の改善について "をごらん下さい｡

イ)所属 ･身分及び連絡先

ロ)研究テーマとその内容

計画の内容,応募の目的をなるべ く具体的に御記入下さい｡他の研究計画と関
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掲示板

適させて申し込まれる場合は,その旨明記して下さい｡

ハ)滞在希望時期及び期間

滞在期間は (A)1か月程度 (象合によっては2週間程度でもよい｡)又は (B)

2-3か月程度 (年間4-5人 )の2種類 とします｡応募の際はA又はBのど

ちらの種類を希望するかを明記 して下さい｡応募者が一時期に集中し,基研の

収容能力 をこえる場合は,一部時期の変更をお願いすることもあります｡ (昭

和 53年度の利用者は滞在 1か月 17人,3週間4人, 2週間4人でした｡)

C 新しい型の研究計画

従来の研究計画の枠にとらわれない計画も歓迎 してお ります｡

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来 る昭 和 54年 6月 末 頃 に基 研 の研 究 部 員会 議 が行 われ る予

定 です の で, 議題 が ご ざい ま した ら提 案趣 旨 と と もに 昭 和 54

年 5月 31日 (木 )必 着 で下 記 に お 申 し込 み 下 さい｡

〒 606

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研究 部 員 会 議 議 長 団
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掲示板

適させて申し込まれる場合は,その旨明記して下さい｡

ハ)滞在希望時期及び期間

滞在期間は (A)1か月程度 (象合によっては2週間程度でもよい｡)又は (B)

2-3か月程度 (年間4-5人 )の2種類 とします｡応募の際はA又はBのど

ちらの種類を希望するかを明記 して下さい｡応募者が一時期に集中し,基研の

収容能力 をこえる場合は,一部時期の変更をお願いすることもあります｡ (昭

和 53年度の利用者は滞在 1か月 17人,3週間4人, 2週間4人でした｡)

C 新しい型の研究計画

従来の研究計画の枠にとらわれない計画も歓迎 してお ります｡

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来 る昭 和 54年 6月 末 頃 に基 研 の研 究 部 員会 議 が行 われ る予

定 です の で, 議題 が ご ざい ま した ら提 案趣 旨 と と もに 昭 和 54

年 5月 31日 (木 )必 着 で下 記 に お 申 し込 み 下 さい｡

〒 606

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研究 部 員 会 議 議 長 団
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編集後記

編 集 後 記

今年は 2月というのにもう4月並のお天気で,冬がなかったような印象があります｡

新聞では京都市内のある所でもう桜が満開に近いというニュースがあり,驚かされます｡

このところ昭和堂印刷の協力で,発刊の遅れが解消に向かってお り,本誌も速報性に満

ちたものに一足とびに戻るのではと楽しみにしてお ります.

(T . T . )

物 性 ＼ 研 究

第 31巻 第 6号

1979年 3月20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京 都 市 左 京 区 北 白 川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町室町西入

TEI.(441)1659(431)4789

発行所 物 性 研 究 刊 行 会

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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講読規定

個人 講読

1. 会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま●す｡ したが って ､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡

なお新 規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以 外 に入会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間の会 費

lstvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困錐の向 きは 1volume 分 ずつ

で も結構 で す )

2. 支 払 いの際 の注 意 :なるべ く振替 用紙 を御利 用 の上御糸内入下 さい｡

(振替月手金 口座 京 都 5312)

なお通信欄 に送 金 内容 を必ず､明記 して下 さい｡

雑誌 購読者 以 外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず購読者

本 人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 を理 由 な く2

Vols.以上の誌代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とになっ

て い ます ので御 留意 下 さい｡

4. 一括送本 を受 け る場 合 :個 人購読 中 に大学等 で一括配 布 を受 け る

様 になった場 合 は､必ず ｢個 人購読 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の通 知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す｡

5. 送 本先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購.読及 び個人 で あって も公 費払 いの と

きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円 ､年

間 8.760円で す ｡ この場 合 ､入会金 は不用 です｡学校 ､研 究所 の会

費 の支 払 いは後 払 いで も結構 で す｡ しか し購読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必要 な請 求 ､見積 ､納 品書各何 通 必要 なの かをお知 らせ下

さい｡

なお､当会 の請 求書 類で は支払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の請求 書類 を送 付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行途上 にあ る volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん ｡ 購二読 中止 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌未着 の場合.発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連絡下 さい.
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